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主な記事

組合員のみなさん ＊転居などで住所が変わるときは必ず、医療生協本部までお知らせください。

now
組合員数 出資金総額 １人あたり出資金 支部 班数

2013 1 2

職員20人の2013年
私の四文字熟語

地域に笑顔を
ひろげる50支部

診療
あんない

2・3面 8・9面 7・10面

No.329

5万730人 17億3,024万6,950円 3万4,106円 50支部 450班
11月30日
　　現在

健康の輪・助け合いの輪・世直しの輪
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理
事
長 

道
上 

哲
也

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
歴
史
を
逆
戻
り
さ
せ
よ
う
と
す
る

動
き
」
と
「
消
費
増
税
反
対
、
脱
原
発
な
ど
多
く

の
分
野
で
の
取
り
組
み
の
高
揚
」
と
い
う
せ
め
ぎ

あ
い
の
な
か
で
新
し
い
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
生
協
強
化
月
間
の
成
果
を
大
い
に
生
か

し
な
が
ら
事
業
も
運
動
も
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

加古川市
三好 佳南子

須
磨
区

赤
木 

茂
美

播磨町
市村 美浦子
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みつわ診療所 事務

新田 貴男

新 春 特 別 企 画

2013年

     

四私 文字 熟の 語

百
ひゃくせんけんま

戦研磨 彼
ひがりっこう

我立考

知
ちみもうりょう

見網漁

一
いちごいちえ

期一会

開
かいしんけんせい

心見誠

笑
えがおまんかい

顔満開 一
いちごいちえ

期一会

日
にっしんげっぽ

進月歩

明
めいきょうしすい

鏡止水

戮
りくりょくきょうしん

力協心

喜
きどあいらく

怒愛楽
行
こううんりゅうすい

雲流水
一
いちごいちえ

期一会

心
しんきいってん

機一転

元
げんきいっぱい

気一杯

猪
ちょとつもうしん

突猛進和
わがんあいご

顔愛語

和
わがんあいご

顔愛語

愉
ゆかいかっぱつ

快活発

不
ふしゃくしんみょう

惜身命
磨きます
もっと輝きを

自分の立場だけでなく、
相手の立場に立って考え
られるよう頑張ります

網で漁をするごとく、
知識・見識を吸
収していきたい

患者さん一人ひとり
との出会いを大切に、
自分自身も励んでい
きたいと思います

心を開いて人に誠意
を見せていけるように
心がけたいと思います

みんなの笑顔が
つばさパワーの
源です！

人との出会いなど
の機会を大切に
過ごしたいです

日々努力をして、 患
者様に良い治療を
提供して喜んでいた
だける様になりたい

相手の気持ちをよく
酌みとり、 冷静に
行動・判断できる
よう努めます

職員組合員の力を
集め、 協力して今
年も頑張ります！

喜び、 努力し、 愛
あふれ、 みんなで
楽しめる一年に！！

人との関わりの中で、
自然に生きていけた

らいいなと

いろんな人との出逢
いを一期一会と思え
ば、 貴重な出逢い
を頂いたと思えるから
です

今年は定年退職です。
31年間を振り返り、 新
たなスタートの年です。

人と比較せず、
自分の中でいつも
意識していきたい

今年は、 昨年の感謝
の気持ちをこめて、 若
さを武器に 進します

受付に立つときはこ
うありたいと思います。
事務処理は『 迅
速丁寧』 ですが

穏やかな笑顔、 気持ちの
こもった思いやりのある話し
方で、 人と接することを心

がける一年に

30代を迎えて公私共にもっ
と行動的に過ごしたいと思
います！デイケアをもっと盛り
上げていきたいですね

友人のモットーです。
私もあやかりたいと

思います

協同歯科 歯科技工士

檜垣 雅宏

協同歯科 歯科医師

足立 淳

番町診療所 看護師

土井 るみ子

神戸協同病院 作業療法士

茶木 香澄

神戸協同病院 医師

谷本 直紀

きたすま歯科
歯科衛生士

狩野　静

いたやどクリニック 事務

塀本 真由美
神戸協同病院 医療事務

乾 真智子
ほのぼのの郷 看護師

吉延 富貴子

生協なでしこ歯科
歯科衛生士

馬見塚 智恵

生協なでしこ歯科
歯科医師

永田　武

ひまわり診療所 医師

尾崎　進

訪問看護ステーション
かけはし 看護師

有友 真理

訪問看護ステーション
にじ 看護師

濤崎 陽子

神戸協同病院 看護師

名越 美智子

本部 事務

山根 弘幸

いたやど歯科 事務

岸田 道義

訪問看護ステーション
つばさ 看護師

西川 朋子

問看
か

有

楽

 

楽

訪問
か

いたやどクリニック
介護福祉士

大亀 仁美

職員に
聞きました！
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1月 9日（水）9時30分～12時 神戸市立地域人材支援センター（長田区） 「男の料理教室」
1月10日（木）11時～13時 番町診療所 「糖尿病にこにこ学校」
1月15日（火）10時～12時 ひまわり診療所 「ヘルスアップセミナー」
1月16日（水）10時～11時 番町診療所 「たいそう元気塾」
1月16日（水）10時～12時 協同病院南館 3 階 「ヘルスアップセミナー」
1月21日（月）14時～16時 西神吉会館 「保健学校　百歳まで歩ける体づくり」
1月23日（水）10時～12時 協同病院南館 3 階 「ヘルスアップセミナー」

2月 2日（土）11時～15時 虹っこ広場（垂水区） 「もちつき大会」
2月 4日（月）14時～16時 西神吉会館 「保健学校　健康チェック」
2月14日（木）11時～13時 番町診療所 「糖尿病にこにこ学校」
2月15日（金）10時～ 緑が丘駅（三木市）ウォーキング 「のんびり田園散歩コース」
2月18日（月）14時～16時 西神吉会館 「保健学校 脳血管障害と認知症」 津田医師の講義
2月20日（水）10時～11時 番町診療所 「たいそう元気塾」
2月27日（水）9時30分～12時 神戸市立地域人材支援センター（長田区） 「男の料理教室」

予約不要の記載がない場合は要予約。参加費・食事代がかかるものもあります。
本部　健康推進課　☎078 - 641 - 1651
E-mail：helth@kobe-iseikyo.or.jp

健康づくり
イベント

知って得する介
護
の
は
な
し

3

　

今
年
度
の
生
協
強
化
月
間
は「
わ
」

を
テ
ー
マ
に
多
く
の
人
と
繋
が
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
楽
し
く
出
会
う
、
そ
し
て
つ
な

が
る
」
取
り
組
み
が
全
支
部
で
広
が

り
、
10
月
・
11
月
の
2
カ
月
間
で
、

890
人
の
方
に
、
新
し
く
組
合
員
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

脳
い
き
い
き
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
ロ
コ
モ
体
操
な
ど
、

楽
し
く
、
健
康
に
役
立
つ
内
容
で
新

し
い
班
も
生
ま
れ
、
そ
こ
で
初
め
て

医
療
生
協
と
接
し
た
人
が
共
感
し
て

く
だ
さ
る
な
ど
、
私
た
ち
も
や
っ
て

い
る
こ
と
に
喜
び
と
自
信
を
感
じ
た

月
間
で
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
特
別
増
資
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
3

月
末
ま
で
取
り
組
み
ま
す
が
、
い
つ

も
の
増
資
金
額
を
増
や
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
文
字
通
り
特
別
に
出
資

し
て
い
た
だ
い
た
り
で
、
全
体
で
7

千
万
円
を
超
え
る
出
資
金
増
資
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

年
度
内
に
は
新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
検

査
が
で
き
る
よ
う
準
備
中
で
す
。

　

こ
の
月
間
で
は
一
人
ひ
と
り
が
活

動
の
主
人
公
と
な
り
、
出
会
い
の
数

だ
け
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
「
班
」
を
基
礎
に
「
健

康
の
輪
」「
助
け
合
い
の
輪
」「
世
直

し
の
輪
」
を
楽
し
く
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
場
合
、「
福
祉
用
具
貸
与
」

と
し
て
定
め
ら
れ
た
介
護
用
品
を
1

割
負
担
で
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
介
護
保
険
で
は
、
福
祉
用

具
は
原
則
と
し
て
「
レ
ン
タ
ル
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
に
と
っ
て

も
主
に
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
購

入
す
る
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

● 

必
要
な
も
の
が
必
要
な
期
間
だ

け
借
り
ら
れ
る
。

● 

高
機
能
・
高
価
な
商
品
で
も
安

く
借
り
ら
れ
る
。

● 

故
障
や
修
理
に
も
す
ば
や
く
気

軽
に
対
応
で
き
る
。

● 

身
体
の
状
態
に
応
じ
て
用
具
を

変
え
ら
れ
る
。

● 

再
利
用
す
る
の
で
粗
大
ゴ
ミ
に

な
ら
な
い
。

● 

レ
ン
タ
ル
用
品
に
つ
い
て 

●

　

要
介
護
度
に
よ
り
、
レ
ン
タ
ル
で

き
る
福
祉
用
具
は
異
な
り
ま
す
。

● 

福
祉
用
具
の
購
入
に
つ
い
て 

●

　

直
接
肌
に
触
れ
る
入
浴
や
排
泄
に

使
用
す
る
用
具
は
、
レ
ン
タ
ル
用
品

の
対
象
外
と
な
る
の
で
、
介
護
保
険

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

腰
掛
便
座

特
殊
尿
器

入
浴
補
助
用
具

簡
易
浴
槽

移
動
用
リ
フ
ト
の
つ
り
具

　

福
祉
用
具
の
購
入
に
は
年
間
10
万

円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
購
入
時
に

全
額
を
支
払
い
ま
す
が
、
償
還
払
い

に
よ
り
、
購
入
費
用
の
9
割
分
が
後

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
は
購

入
店
で
代
行
で
き
ま
す
。

　

自
立
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
福
祉

用
具
の
レ
ン
タ
ル
・
購
入
は
、
本
人

だ
け
で
な
く
、
介
護
す
る
家
族
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
福
祉

用
具
の
選
び
方
や
使
い
方
な
ど
に
つ

い
て
は
、「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」

に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
身
体

状
況
、
居
住
環
境
に
合
わ
せ
た
最
適

な
福
祉
用
具
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

購 入 品 目

自動排泄
処理装置

移動用リフト 徘徊感知機 歩行補助つえ 歩行器 スロープ 手すり

介護度により排
便機能有りと無
にわけられる

自力移動ができ
ない人の移動を
補助するもの

認知症の方の外
出等を知らせる
センサー

歩行を補助する
特殊な杖

歩行を補助する
もの

取付工事不要の
段差解消スロー
プ

取付工事不要の
手すり

要支援～要介護5
（排便処理機能有）
要介護4～5 要介護3～5 要介護2～4 要支援～要介護5 要支援～要介護5 要支援～要介護5 要支援～要介護5

体位変換器具 床ずれ防止
用具　　　

特殊寝台
付属品　

特殊寝台 車いす付属品 車いす

寝たきり状態の
人の姿勢変換の
介助を少ない力
で容易にできる
用具

床ずれ防止・予
防するマットレ
ス

マットレス・サ
イドレール等で
ベッドに取り付
けて使用するも
の

ベッドの機能に
は背上げ機能、
脚上げ機能、高
さ調節機能有

車いすに取り付
けて使用する
クッション等

歩行が困難に
なった方のため
に自走用・介助
用・普通電動車
いす

要介護2～5 要介護2～5 要介護2～5 要介護2～5 要介護2～5 要介護2～5

問い合わせ・
予 約 先　

楽
し
く
出
会
い

楽
し
く
出
会
い
そ
し
て

そ
し
て

2
0
1
2
年　

生
協
強
化
月
間
の
ま
と
め

今年度の強化月間の到達数字

仲間ふやし 890人

出資金 7954万円

月間中に出資金で購入
した主な設備・機器

駐輪場の屋根電子内
視鏡一式など…

新しくできた班 13班

楽
し
く
出
会
い

楽
し
く
出
会
い  

そ
し
て

そ
し
て  

つ
な
が
っ
た

つ
な
が
っ
た
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
「
三
つ
の
輪
」
で
、

み
な
さ
ま
に
お
会
い
で
き
て
、
と
っ

て
も
う
れ
し
い
カ
ン
ガ
ル
ー
で
す
。

み
ん
な
伸
び
る
力
を
持
っ
て
い
る

　
「
宿
題
や
っ
て
る
の
」
待
合
室
を

覗
く
と
、
診
察
待
ち
の
小
学
生
が
、

ソ
フ
ァ
ー
を
机
代
わ
り
に
勉
強
し
て

い
ま
す
。
帰
っ
て
か
ら
や
り
始
め
る

と
大
変
な
の
で
、
待
ち
時
間
を
有
効

利
用
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。「
勉

強
し
す
ぎ
て
困
る
事
は
な
い
か
ら
ね
。

し
っ
か
り
勉
強
し
て
ね
」
と
、
つ
い

お
節
介
を
焼
い
て
し
ま
い
ま
す
。
漢

字
に
、
本
読
み
に
、
計
算
に
、
小
学

生
の
課
題
は
フ
ル
コ
ー
ス
。
で
も
、

日
本
語
が
通
じ
あ
う
大
人
に
な
る
た

め
に
は
、
お
勉
強
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

勉
強
を
し
て
も
、
な
か
な
か
成
果

が
上
が
ら
な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。

児
童
精
神
科
医
の
岡
田
尊
司
先
生
は

著
書
「
発
達
障
害
と
呼
ば
な
い
で
」

（
幻
冬
舎
新
書
）
の
中
で
、
理
解
の

仕
方
の
違
い
で
、
子
ど
も
を
3
つ
の

パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

①
聞
く
事
で
理
解
が
深
ま
る
子
ど

も
、
②
読
む
事
で
理
解
が
深
ま
る
子

ど
も
、
③
身
体
を
動
か
す
事
で
理
解

が
深
ま
る
子
ど
も
。
そ
の
子
ど
も
の

理
解
の
仕
方
に
沿
っ
た
教
育
に
出
会

う
事
が
で
き
れ
ば
、
ど
の
子
ど
も
も

伸
び
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

①
聞
く
こ
と
が
得
意
な
子
ど
も
は
、

自
分
で
本
を
読
む
よ
り
も
、
講
義
や

人
か
ら
説
明
を
聞
い
た
方
が
頭
に
入

り
ま
す
。
②
読
む
事
が
得
意
な
子
ど

も
は
受
験
向
き
。
人
づ
き
あ
い
は
あ

ま
り
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
③
身

体
を
動
か
す
事
が
得
意
な
子
ど
も
は
、

イ
メ
ー
ジ
で
思
考
し
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
や
ダ
ン
ス
、
音
楽
系
が
お
勧
め
で

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ど
の
タ
イ
プ
の
子
ど

も
に
も
最
低
限
の
社
会
性
は
必
要
で

す
。
人
が
好
き
、
人
は
苦
手
と
い
う

特
性
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
面
が
大

き
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

人
は
育
ち
の
中
で
変
わ
り
ま
す
。
ご

家
庭
や
学
校
の
教
育
の
在
り
方
で
、

子
ど
も
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
お

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
、
お
友
達
や
先

生
と
、
い
っ
ぱ
い
イ
ッ
パ
イ
お
話
を

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力

は
育
ち
ま
す
。
で
も
、
ご
家
庭
や
学

校
自
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

全
に
陥
っ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
素
敵
な
話
に
出
会
い

ま
し
た
。
水
谷
も
り
ひ
と
さ
ん
の
著

書
「
日
本
一
心
を
揺
る
が
す
新
聞
の

社
説
」（
ご
ま
書
房
新
社
）
の
一
説

で
す
。「
と
あ
る
小
学
校
で
、
先
生

が
『
今
日
は
お
う
ち
の
人
に
抱
っ
こ

し
て
も
ら
っ
て
き
て
ね
』
と
い
う
宿

題
を
出
し
た
。
こ
は
る
ち
ゃ
ん
は
家

族
み
ん
な
か
ら
抱
っ
こ
し
て
も
ら
っ

た
が
、
ク
ラ
ス
の
中
に
は
そ
の
宿
題

を
し
て
こ
な
か
っ
た
児
童
も
い
た
。

担
任
の
先
生
は
そ
の
子
た
ち
を
前
に

並
べ
て
、
一
人
ひ
と
り
ぎ
ゅ
っ
と
抱

き
し
め
て
あ
げ
た
と
い
う
。」
こ
は

る
ち
ゃ
ん
の
得
意
気
な
笑
顔
、
ご
家

族
の
優
し
い
笑
顔
。
そ
し
て
、
宿
題

が
出
来
な
か
っ
た
子
ど
も
達
の
恥
ず

か
し
げ
で
、
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
が

目
に
浮
か
び
ま
す
。

本
は
人
生
へ
の
エ
ー
ル

　

子
ど
も
の
心
の
育
ち
に
は
、
読
書

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
宮
崎
駿
監
督

は
「
本
へ
の
と
び
ら
・
岩
波
少
年

文
庫
を
語
る
」（
岩
波
新
書
）
の
中

で
、
児
童
文
学
の
役
割
に
つ
い
て
書

か
れ
て
い
ま
す
。「
生
き
て
い
て
よ

か
っ
た
ん
だ
、
生
き
て
い
い
ん
だ
と
、

子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
る
の
が
、

児
童
文
学
な
ん
だ
」
と
。
い
っ
ぱ
い

本
を
読
ん
で
、
い
っ
ぱ
い
お
話
を
し

て
、
子
ど
も
は
心
豊
か
に
育
ち
ま
す
。

　

心
を
育
て
る
教
育
は
、
ペ
ー
パ
ー

試
験
の
結
果
に
す
ぐ
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
生
き
る
力
は
子

ど
も
の
人
生
を
通
し
て
の
支
え
で

す
。
い
っ
ぱ
い
本
を
読
ん
で
、「
抱
っ

こ
の
宿
題
」、「
あ
り
が
と
う
の
宿

題
」、「
い
い
と
こ
探
し
の
宿
題
」
な

ど
、
不
思
議
な
宿
題
に
い
っ
ぱ
い
出

会
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

カ
ン
ガ
ル
ー
の
理
解
の
タ
イ
プ
で

す
か
。
カ
ン
ガ
ル
ー
は
、
一
人
で
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
お
母
さ
ん

の
お
な
か
の
袋
で
育
ち
ま
す
。
ど
こ

に
行
く
の
も
お
母
さ
ん
と
一
緒
で
す
。

お
母
さ
ん
と
い
れ
ば
、
怖
い
も
の
な

ん
か
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
で
は
勉
強

し
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
と
っ
て
も

仲
良
し
で
す
。

抱
っ
こ
の
宿
題

小
児
科
医　

木
村　

彰
宏

（
52
）

いたやどクリニック

協 同 歯 科 き た す ま 歯 科

い た や ど 歯 科

〈☎078‒611‒3681〉

〈☎078‒913‒1155〉 〈☎078‒741‒7224〉

〈☎078‒612‒3160〉

◆成人、 小児、 往診

受付時間　◎午前 8：30～12：00　◎水曜日午後 1：00～ 4：30
　　　　　◎午後 3：30～ 7：00　◎火曜と土曜の午後休診

◆内科 月 火 水 木 金 土

午　　前 坂井
湯浅

上田
小谷

安川
坂井

道上
堀（女医）

津田
★安川　

趙
チョウ

①③⑤　
湧谷②④　
道上②④　
湯浅②④　
坂井①③⑤

午　　後 坂井 坂井
2：00～ 4：30 藤田 趙

チョウ

安川
《特診》　
★糖尿病

◆皮膚科 月 火 水 木 金 土
午　　前
午　　後 岡 宇田

◆小児科 月 火 水 木 金 土

午　　前 木村
高木

高木
田村

木村
高木 韓 9：20～ 木村

高木 木村 または 高木

午　　後 木村 田村
韓 木村 木村

※木村医師・田村医師の診療は「アレルギー専門外来」（完全予約制）です。小児専用電話（621）9952

★土曜と日祝日の午後 6：00～ 9：00に時間外急患対応を行って
います。
★往診については、月・火・水・金曜日で、病院・施設・お宅
へ伺っています。事前に電話でのお問い合わせをお願いします。
★矯正科の土曜日は隔週です。

★予約制になっています。急患の受付もしていますのでお電話
してからご来院ください。また、往診などの希望の方はご相談
ください。
★お口のクリーニングも予約ＯＫ。
★予防とメンテナンスを重視しています。

★小児歯科特診は火曜日午後に行っています。
★ 往診は火曜日に行っています。往診希望の方は、ご相談くだ
さい。

★ 予約制になっています。急患の受付もしていますので、お電
話してからご来院ください。

下記の時間で予約制ですが、急患受付時間は ○午前 9：00～11：00
◎午後 2：30～ 4：00　●夜間 6：00～ 7：30です。 ○午前 9：10～12：10　◎午後 2 :30～ 4：30　●夜間 6：00～ 8：20

　〈注意〉小児歯科は（偶数）隔月１回月曜の午後◆成人科 月 火 水 木 金 土
9：10～　
　12：10 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2：30～　
　 4：30 午後 ○ ○ ○ ○ ○
6：00～　
　 8：20 夜間 ○ ○ ○ ○

月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 ○ ○ ○ ○ ○

夜　　間 ○ ○ ○ ○

月 火 水 木 金 土
9：10～　
　12：10 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2：30～　
　 7：10 午後 ○ ○ ○ ○

◆小児科 月 火 水 木 金 土
9：10～　
　11：50 午前 ○ ○

2：30～　
　 7：10

午後 ○ ○

夜間 ○ ○

◆矯正科 月 火 水 木 金 土
9：10～　
　11：30 午前 ○
2：30～　
　 4：30 午後
6：00～　
　 8：20 夜間 ○ ○ ○
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「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
怖
く
な
い
」

と
公
言
す
る
御
用
学
者

　

原
子
力
村
の
学
者
は
、「
原
発
推

進
」
で
目
が
曇
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
5
年
、
佐
賀
で
開
か
れ
た

「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
公
開
討
論
会
」
で
、

原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
学
者
が

「
日
本
の
原
発
で
事
故
が
起
き
る
こ

と
は
原
発
学
者
は
誰
も
思
っ
て
い
な

い
」
と
述
べ
た
上
で
さ
ら
に
、「
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
は
飲
ん
で
も
大
丈
夫
」

と
い
う
発
言
を
し
ま
し
た
。
福
島
原

発
事
故
後
、
週
刊
現
代
の
記
者
が
同

学
者
に
直
接
取
材
す
る
と
、「
大
学

か
ら
そ
の
事
へ
の
発
言
は
禁
じ
ら
れ

て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。（
2
0

1
1
年
6
月
号
）
さ
ら
に
後
日
、
そ

の
公
開
討
論
会
に
は
九
州
電
力
の
社

員
が
多
く
動
員
さ
れ
、
原
発
推
進
の

発
言
が
用
意
さ
れ
て
い
た
事
が
発
覚

し
ま
し
た
。

大
学
教
授
が
事
故
後
も
安
全
を

訴
え
続
け
た
裏
の
事
情

　

次
は
、
福
島
原
発
事
故
直
後
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
出
ず
っ
ぱ
り
で
「
事
故
の
解

説
」
を
し
て
い
た
東
大
の
教
授
で
す
。

原子力村ペンタゴン
原子力産業を取り巻く
五角形構造（ ）

学会

財界 官界

政界

メディア

　

福
島
原
発
の
1
号
機
・
3
号
機
が

爆
発
事
故
を
起
こ
し
た
あ
と
で
さ
え
、

「
原
子
炉
は
冷
や
さ
れ
て
い
る
か
ら

安
全
」
と
か
「
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
は
あ

り
え
な
い
」
と
か
「
冷
却
水
が
漏
れ

て
い
る
可
能
性
は
低
い
」
な
ど
と
盛

ん
に
「
問
題
は
な
い
」
と
発
信
し
続

け
ま
し
た
。
な
ぜ
「
安
心
・
安
全
」

に
固
執
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

理
由
は
あ
り
ま
し
た
。

　

事
故
の
起
こ
る
ほ
ぼ
1
カ
月
前
の

2
月
7
日
に
原
子
力
安
全
・
保
安
院

は
福
島
原
発
に
対
し
て
、「
老
朽
化

対
策
上
、
機
器
・
構
造
物
の
安
全
性

を
評
価
す
る
」
と
確
認
し
て
お
り
、

こ
の
評
価
を
下
す
根
拠
と
な
る
「
専

門
的
意
見
」
を
提
出
す
る
機
関
の
責

任
者
が
こ
の
教
授
で
し
た
。
自
ら
が

「
安
全
性
」を
評
価
し
た
の
で
す
か
ら
、

事
故
が
起
こ
ろ
う
と
も「
安
全
で
す
」

と
、
居
直
る
以
外
に
道
は
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

業
界
と
一
体
の

日
本
原
子
力
学
会

　

日
本
原
子
力
学
会
の
役
員
構
成
は
、

学
会
役
員
の
20
人
の
中
に
学
者
・
研

究
者
は
7
人
（
35
％
）
し
か
お
ら
ず
、

半
数
は
原
発
関
連
の
企
業
か
業
界
の

代
表
で
す
。
他
の
学
会
と
比
べ
て
も

異
様
な
構
成
で
す
。
物
理
学
会
で
は

学
者
・
研
究
者
は
76
％
、
機
械
学
会

で
は
60
％
の
構
成
で
す
。

　

原
発
の
危
険
性
を
告
発
し
続
け
て

い
る
京
大
の
小
出
教
授
は
、「
以
前

は
原
子
力
学
会
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た

が
、
関
西
電
力
の
元
社
長
が
同
学
会

の
副
会
長
に
就
任
し
た
時
に
脱
会
し

ま
し
た
。
企
業
の
代
弁
者
の
よ
う
な

学
会
に
、
私
は
い
た
く
な
か
っ
た
か

ら
で
す
」
と
証
言
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん

　

神
戸
医
療
生
協
は
「
脱
原
発
」
を

め
ざ
し
て
、
署
名
活
動
や
「
正
し
い

情
報
を
学
習
す
る
」
活
動
も
提
唱
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
は
、

ま
さ
し
く
日
本
の
未
来
で
す
。
早
期

の
脱
原
発
を
実
現
し
、
安
心
な
日
本

の
未
来
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

子どもの未来は日本の未来
　５回にわたってシリーズでお届けしてきましたが、今回は最終回で「学会編」をお届けします。
　原子力産業をとりまく五角形構造の一角をなし、「学問」や「科学」の名を騙

かた

って原発を推進す
るという役割を果たしています。他の産業でも学会と産業との癒着はありますが、原子力学会にお
ける産・学の関係は「一心同体」とでも呼ぶべき関係にあります。

「脱原発」をめざす運動シリーズ⑤　学会編

生協なでしこ歯科 番 町 診 療 所

ひ ま わ り 診 療 所

〈☎078‒641‒6211〉

〈☎078‒978‒6480〉 〈☎078‒577‒1281〉

〈☎078‒941‒5725〉

受付時間　◎午前 8：00～12：00　◎水曜日午後 2：30～ 5：00
　　　　　◎午後 3：45～ 7：00

◆矯正○火曜日（毎週午後2:30～7:10）
　　　○土曜日（隔週午前9:10～12:10、毎週午後2:00～4:20）
　※ 矯正相談は隔週土曜日午前、診断は月１回水曜日午後
△小児 金曜日午前は休診の場合あり。
★往診は毎週火曜日に行っております。
★ 予約制になっております。
急患の場合は事前にお電話ください。

★保育 月・水・金曜日の午前と月曜日の午後（3:00まで）。 ★その他、健診、予防接種等はお問い合わせください。

◆内科 月 火 水 木 金 土

午　　前

眞鍋
道上
上田
中田
田尻（晋）

眞鍋
津田
松尾
迫田
中島

兼田 10：00～
上田　　　　
松尾　　　　
小松　　　　

津田
新小田
安川
中島

兼田 10：00～
上田　　　　
新小田　　　
中田　　　　
迫田　　　　

西郷　　　
中田　　　
道上①③　
高田①③⑤
津田②④　

午　　後

関
松尾
上田
中田

兼田　　　　
上田 2：30～
中田　　　　
小松　　　　

津田　　　　
馬場 5：00～
眞鍋　　　　
竹内　　　　
安川 3：00～

西郷
中田
今中
中島

◆外科 月 火 水 木 金 土

午　　前 石川
石川（乳腺・一般）
田尻（楓）

（乳がん検診のみ）

吉田／妻鹿（乳腺・一般）
田尻（楓）

（乳がん検診のみ）

吉田（乳腺・一般）
田尻（楓）

（乳がん検診のみ）

吉田①③⑤
（乳腺・一般）
石川②④　
（乳腺・一般）

午　　後 吉田
（乳腺・一般） 妻鹿（乳腺・一般） 石川

（乳腺・一般）

◆整形外科 月 火 水 木 金 土

午　　前 日高 日高 浜武 井上
日高①③⑤
（受付11時まで）

浜武②④　

午　　後 浜武
浜武①③⑤
日高②④　
（受付 6時まで）

◆皮膚科 月 木 金
午　　前 小坂
午　　後 内村 鶴田

◆泌尿器科 月 火 水 木 金 土
午　　前 小山 小山 小山 小山①③⑤
午　　後 小山 小山

◆成人 月 火 水 木 金 土
9：10～
 12：10 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2：30～
 4：30 午後 ○ ○ ○ ○
4：50～
 7：30 夜間 ○ ○ ○ ○

月 火 水 木 金 土

9：00～
 12：00 午前

松岡 松岡 松岡 松岡 松岡 松岡／安東

皮膚科
5：00～
 7：00 午後 松岡 松岡

月 火 水 木 金 土

9：00～
 12：00

午前

診察 尾崎 尾崎 尾崎 尾崎 尾崎 尾崎

胃
カメラ

吉田①③⑤
田畑②④　

4：00～
 7：00

午後
診察 新小田 新小田 尾崎

◆小児・障害者 月 火 水 木 金 土
9：10～
 12：10 午前 ○ ○ △ ○
2：30～
 4：30 午後 ○ ○ ○ ○(2：00～4：20)
4：50～
 7：10 夜間 ○ ○ ○

神 戸 協 同 病 院

（受付11時まで）

年末年始休診のお知らせ

12月30日（日）～1 月 3 日（木）
救急の
場合は

神戸協同病院　☎641－6211

協  同  歯  科　☎913－1155
12/30　　　　午前 9～12時、午後 2～ 5時
12/31～ 1 / 3  午前 9～12時

病院は全日24時間
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西
区
に
あ
る
「
こ
す
も
す
」
は
、

10
月
に
開
所
1
年
を
迎
え
た
、
新
し

い
生
協
会
館
で
す
。
週
3
日
の
開
館

日
に
は
、
近
所
の
方
が
ぶ
ら
っ
と
立

ち
寄
っ
て
お
茶
を
飲
ん
だ
り
語
ら
っ

た
り
、
地
域
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
会
館
が
で
き
た
こ
と
で
、
班

会
や
食
事
会
、
喫
茶
な
ど
の
定
期
的

な
取
り
組
み
の
場
が
で
き
ま
し
た
。

地
元
自
治
会
と
協
力
し
て
、
夏
祭
り

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
初
め
て
の

イ
ベ
ン
ト
も
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の

参
加
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
夏
休
み

に
は
、
地
域
の
お
母
さ
ん
か
ら
の
要

望
で
、
元
先
生
に
よ
る
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
夏
休
み
宿
題
会
を
開
催

　

同
じ
く
西
区
に
あ
る「
か
が
や
き
」

は
、
開
設
3
年
半
で
す
。
8
つ
の
班

が
活
動
す
る
班
会
や
食
事
会
、

お
茶
会
、
バ
ザ
ー
、
季
節
ご

と
の
イ
ベ
ン
ト
や
社
保
学
校

な
ど
の
会
場
と
し
て
、
活

発
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
の
出
入
り
が
多

く
、
い
つ
も
に
ぎ
や
か

な
「
か
が
や
き
」
で
は
、

こ
こ
に
来
て
み
ん
な
と

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
の

し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
1
年
は
初
め
て

の
こ
と
ば
か
り
で
、
当

番
の
確
保
な
ど
大
変
な

こ
と
も
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
地
域
の
要
望
を

出
発
点
に
し
た
取
り
組

み
を
進
め
た
こ
と
で
、
会

館
の
存
在
が
徐
々
に
地
域

に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

運
営
委
員
さ
ん
た
ち
は
、
新

し
い
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
会
館
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
も
で
き
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
に
ぎ
や
か
に
な
り
そ
う
な

「
こ
す
も
す
」。
み
な
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

が
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

方
も
い
ま
す
。

　

ま
た
顔
を
見
せ
合
え
ば
お
互
い
の

様
子
や
困
り
ご
と
も
わ
か
り
、
た
ま

り
場
の
存
在
が
地
域
の
助
け
合
い
の

基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
区
の
生
協
会
館
で
は
、
今
年
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
会
館
を
会

場
と
し
た
原
爆
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

か
が
や
き
に
は
地
元
の
小
学
生
な
ど

若
い
世
代
の
見
学
者
が
多
く
来
場
し
、

て
い
ね
い
な
感
想
文
を
寄
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
組
合
員
を
中
心

に
利
用
さ
れ
て
き
た
会
館
を
、
組
合

員
以
外
の
地
域
の
人
に
も
広
め
て
い

く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
の
高
齢
化
な
ど
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
集

う
場
を
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

つ
な
が
り
の
輪
、

 

広
が
っ
て
い
ま
す
！

お
し
ゃ
べ
り
の
場
が

 

心
の
支
え
に

が
活
動

お
茶

と
のな発

会域す
。新

っ
て
い
る

今回からは、各地の生協会館を２つずつ
紹介していきます。

  生
協会館

は組合員のたまり場シリーズ ❷

こ す も す

か が や き

西区桜が丘

西区王塚台

＜開 館 日＞ 月・水・金
（祝日除く）

＜食 事 会＞毎月第 2 金曜
＜お煎茶会＞毎月第 2 月曜
＜喫　　茶＞毎月第 1 月曜

＜開 館 日＞ 月曜～土曜
（祝日除く）

＜食 事 会＞毎月第 2 水曜
　　　　　　　　第 4 土曜
＜お 茶 会＞毎週土曜

お気軽に
お立ち寄り
ください☆

みんなでストレッチ体操
の後、 お茶を飲みなが
ら会話に花が咲きます！

中では常設バザーも
やっています！

かがやき
運営委員の
みなさん
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17　

父
は
…
…
で
働
い
て
い
ま
す

18　

 

百
人
一
首
に
は
…
…
札
と
絵
札

が
あ
り
ま
す

19　

…
…
的
に
勉
強
す
る

　
　
　
　

ヨ
コ
の
ガ
キ　
　
　
　

1　

新
年
、
こ
り
ゃ
愉
快
だ

4　

2
0
1
4
年
は
…
…
で
す

6　

太
陽
に
弱
い
…
…
ダ
ル
マ

7　

 

空
気
の
体
積
の
8
割
近
く
は
、

こ
の
元
素

9　

 

江
戸
時
代
に
、
庶
民
の
訴
え
を

聞
い
た
投
書
の
…
…
箱

12　

 

身
も
心
も
す
り
へ
ら
す
ほ
ど
、

苦
労
を
か
さ
ね
る
こ
と

14 

 

こ
の
薬
は
二
日
酔
い
に
…
…
が

あ
る

16　

 

…
…
を
ま
い
て
も
う
ひ
と
が
ん

ば
り

18　

 

昔
は
「
歯
ブ
ラ
シ
」
と
し
て
用

い
ま
し
た

20　

 

正
月
の
晴
れ
着
姿
を
…
…
に
う

つ
し
て
み
る

21　

正
月
の
大
相
撲
で
す

　
　
　
　

タ
テ
の
ガ
キ　
　
　
　

1　

第
一
位
は
富
士
で
す

２　

主
役
で
は
あ
り
ま
せ
ん

３　

…
…
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

４　

 

和
歌
は
…
…
ひ
と
も
じ
か
ら

な
っ
て
い
ま
す

５　

…
…
に
乗
っ
て
初
も
う
で

８　

鳥
が
飛
ぶ
の
に
必
要
で
す

10　

 

通
勤
時
間
帯
の
車
内
は
…
…
で

す

11　

 

こ
た
つ
で
…
…
し
て
い
る
と
カ

ゼ
を
引
き
ま
す
よ

13　

夏
な
ら
ビ
ー
ル
で
…
…
払
い

15　

 

年
賀
状
の
き
ま
り
こ
と
ば
は

「
…
…
新
年
」

クロスワードパズル
《解き方》「初」は「ハツ」または「シヨ」と
読んでください。二重ワクの６文字をうまく
ならべると言葉ができます。それが答えです。
答えのヒント・中の絵。

◆
い
つ
も
道
上
先
生
の
訪
問
診
察
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

陰
様
で
大
分
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

 

（
伊
吹
愛
子　

76
歳　

長
田
区
腕
塚
町
）

◆
写
真
が
多
く
あ
り
、
分
か
り
や
す

い
で
す
。
色
字
も
多
く
、
見
や
す
い

で
す
。

 

（
平
林
み
ど
り　

38
歳　

西
区
玉
津
町
）

◆
笑
い
は
健
康
の
モ
ト
。
た
か
お
か

支
部
ラ
フ
タ
ー
班
の
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ

は
経
験
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
が
、

結
構
楽
し
く
お
勧
め
で
す
。
ま
た
、

「
落
語
聞
き 

笑
い
飛
ば
し
て 

仲
直

り
」
と
落
語
鑑
（笑）
も
効
果
あ
り
ま
す
。

 

（
渕
上
重
夫　

72
歳　

須
磨
区
横
尾
）

◆
十
数
ペ
ー
ジ
の
中
に
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
情
報
、
エ
ッ
セ
イ
、
レ
シ
ピ
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
等
役
立
つ
情
報
満
載

の
「
三
つ
の
輪
」
は
気
軽
に
読
め
て

楽
し
く
な
り
ま
す
。
編
集
の
方
々
の

ご
苦
労
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

 

（
井
上
勝
博　

58
歳　

西
区
狩
場
台
）

◆
一
人
暮
ら
し
の
姉
の
介
護
で
明
石

に
来
ま
し
た
。
神
戸
方
面
の
生
協
さ

ん
は
強
い
で
す
ね
。
一
宮
に
も
生
協

は
あ
り
ま
す
が
、
食
品
関
係
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
2
月
で
看
護
師
を

リ
タ
イ
ヤ
し
て
明
石
に
来
ま
し
た
が
、

医
療
関
係
で
お
手
伝
い
で
き
た
ら
な

と
思
い
ま
す
。

 

（
山
川
か
を
る　

63
歳　

一
宮
市
時
之
島
）

◆
柿
が
た
く
さ
ん
な
っ
た
か
ら
と
お

友
達
か
ら
渋
柿
を
頂
き
ま
し
た
。
頑

張
っ
て
干
し
柿
に
し
て
外
に
つ
る
し

ま
し
た
。
と
て
も
リ
ッ
チ
な
気
分
。

ひ
と
昔
前
は
皆
自
然
の
恵
み
を
大
切

に
し
て
食
べ
物
に
し
て
い
た
ん
で
す

よ
ね
。

 

（
岩
﨑
八
千
代　

63
歳　

明
石
市
魚
住
町
）

◆
「
三
つ
の
輪
」
配
布
さ
せ
て
頂
い

て
ま
す
。
組
合
員
伝
言
板
で
た
く
さ

ん
の
方
が
喜
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
の

で
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
匿
名
希
望　

58
歳　

明
石
市
二
見
町
）

◆
中
学
二
年
の
孫
娘
が
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
に
な
ろ
う
か
幼
稚
園
の
先
生
に
な

ろ
う
か
と
ト
ラ
イ
ア
ル
ウ
ィ
ー
ク
で

迷
っ
て
い
ま
す
。一
緒
に
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
を
考
え
る
優
し
い
子
で
す
。

 

（
山
﨑
恵
子　

76
歳　

長
田
区
駒
ヶ
林
町
）

◆
生
協
会
館
の
前
を
い
つ
も
素
通
り

し
て
い
ま
し
た
。
中
で
ど
ん
な
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
全
く
知
ら
な

か
っ
た
の
で
！
バ
ザ
ー
好
き
な
私
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

生
協
会
館
に
顔
を
出
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

（
小
西
和
美　

43
歳　

明
石
市
松
が
丘
）

◆
今
年
9
月
よ
り
組
合
員
に
加
え
て

頂
き
ま
し
た
。「
三
つ
の
輪
」
興
味

深
く
読
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

色
々
な
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
高
見
栄
子　

64
歳　

加
古
川
市
米
田
町
）

◆
い
い
介
護
を
す
る
た
め
に
の
内
容
、

と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
な
る
ほ
ど

と
思
い
ま
し
た
。
頑
張
れ
そ
う
で
す
。

 

（
坂
口
浩
子　

52
歳　

垂
水
区
桃
山
台
）

◆
冊
子
が
読
み
や
す
く
、
い
つ
も
入

れ
て
頂
く
と
手
に
取
っ
て
読
ん
で
し

ま
す
。
ク
イ
ズ
を
解
く
の
も
楽
し
み
。

 

（
谷
川
悦
子　

68
歳　

垂
水
区
神
和
台
）

◆
旦
那
寺
の
境
内
に
大
き
な
イ
チ
ョ

ウ
の
木
が
あ
り
、
大
き
な
実
の
銀
杏

を
落
と
し
ま
す
。
今
年
の
秋
初
め
て

そ
れ
を
拾
っ
て
皆
さ
ん
に
配
っ
た
。

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
作
業
を
皆

さ
ん
は
「
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」

と
労
わ
っ
て
下
さ
る
が
、
私
は
そ
の

作
業
が
好
き
な
の
で
す
。
袋
に
入
れ
、

川
に
持
っ
て
行
き
、
長
靴
を
履
い
た

足
で
ゴ
リ
ゴ
リ
。
立
派
に
皮
が
む
け

て
美
人
（？）
の
銀
杏
が
で
き
る
の
で
す

よ
。
家
人
は
「
老
女
川
で
溺
死
な
ん

て
新
聞
に
載
る
よ
」
と
脅
し
を
か
け

て
く
る
の
で
す
が
…
。

（
井
上
か
ず
子 

73
歳 

加
古
川
市
別
府
町
）

（
明
石
市
二
見
町　

小
畠
い
つ
子
）

（
須
磨
区
若
草
町　

神
野
美
砂
子
）

（須磨区高倉台　
米 悦子）

〈
応　

募　

方　

法
〉

☆
〆
切
／
1
月
31
日
必
着

☆ 

宛
先
／
神
戸
医
療
生
協
本
部
編
集

部
（
住
所
は
表
紙
参
照
）

☆ 

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
・
住
所
・
氏
名

年
齢
」
を
記
入
の
上
、
余
白
に
ご

意
見
、
通
信
な
ど
も
あ
わ
せ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
の
方
は
、

そ
の
旨
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

　

パ
ズ
ル
の
答
え
、
お
便
り
の
中
か

ら
次
の
10
名
の
方
に
千
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

　
（
敬
称
略
）

荒
木
万
里
子
・
江
間
起
代
己
・
小
川

悦
子
・
花
田
津
留
子
・
大
橋
博
子
・

松
本
恵
子
・
竹
中
綾
子
・
戎
智
子
・

宇
田
幸
代
・
副
嶋
敬
子

健康情報24時間

テレホンサービス
＊テレホンサービスは、ホームページ
でもご覧いただけます。

フリーダイヤル

0120 - 979 - 451
兵庫県保険医協会
http://www.hhk.jp/

１月 ２月

７時より 協 同 歯 科
☎913－1155 10（木）14（木）

６時より 神 戸 協 同 病 院
☎641－6211 18（金）15（金）

６時より いたやどクリニック
☎611－3681 24（木）28（木）

法律相談日（無料）
要予約

　

絵
手
紙
・
ち
ぎ
り
絵
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方

に
は
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し

ま
す
。

11
・
12
月
号
パ
ズ
ル
の
解
答

モ
ミ
ジ
ガ
リ

年末年始のテーマ　旅行中の薬の飲み方　12／28㈮～ 1／6㈰

2
月
の
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１月のテーマ
月 糖尿病による網膜症のはなし

火 赤ちゃんの口腔ケア
―いつから、どのように始めるの？

水 五十肩、四十肩のはなし
木 ヘッドホン難聴について
金土日 アルツハイマー型認知症の新しい治療薬
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ながたメモリアルウォーク
ひと・まちくらしの再建を

震災復興長田の会 1・17メモリアル長田実行委員会

日時

会場

内容

1月17日（木）9 : 00～
神戸市長田区腕塚町2丁目
国道２号線南　長田民商東
神戸平和と労働会館
ウォーク・交流・トランペット演奏

健康
まつり

公開
講座

心の
健康講座

心を軽くする
考え方のコツ

11/14

淡路島ウォーキング

ノルディックウォーキング

垂水ブロック
11/1

兵庫ブロック
11/12

西区なでし
こ支部

加古川ブロック

西区ブロック

紅葉狩りに行きました


